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第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

隠
元
禅
師
に
贈
ら
れ
た

�

国
師
号
と
大
師
号

原
田　

博
二

　

本
年
は
隠
元
禅
師
の
示
寂

後
三
五
〇
年
、
今
上
天
皇
よ

り「
厳
統
大
師
」の
大
師
号
を

贈
ら
れ
た
。

隠
元
諡
号
「
厳
統
大
師
」

（
写
真
提
供
百
田
成
玉
氏
）

　

隠
元
は
、寛
文
一
三
年（
一 

六
七
三
）四
月
三
日
、
八
二

歳
で
萬
福
寺（
黄
檗
山
・
京

都
府
宇
治
市
）内
の
松
隠
堂

に
お
い
て
示
寂
し
た
。

　

そ
の
前
日
の
四
月
二
日
、

後
水
尾
法
皇（
一
〇
八
代
後

水
尾
天
皇
）よ
り「
大
光
普
照

国
師
」の
国
師
号
を
贈
ら
れ

た
が
、
以
後
、
五
〇
年
の
遠

忌
毎
に
国
師
号
も
し
く
は
大

師
号
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
国
師
号
や
大
師
号
と

い
う
の
は
、
僧
侶
の
尊
称
で
、

興
禅
大
燈
国
師
宗
峰
や
弘
法

大
師
空
海
の
よ
う
に
、
国
家

を
代
表
す
る
よ
う
な
高
僧
に

天
皇
や
上
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
。

　

な
お
、
在
世
中
に
贈
ら
れ

る
場
合
は
特
賜
、
示
寂
後
の

場
合
は
諡
号
と
い
っ
た
。

　

わ
が
国
最
初
の
国
師
号
は
、

応
長
元
年（
一
三
一
一
）東
福

寺
開
山
円
爾
弁
円
が
花
園
天

皇
よ
り
贈
ら
れ
た「
聖
一
国

師
」で
、以
後
、
主
に
禅
僧
に

贈
ら
れ
た
。

　

昭
和
一
五
年（
一
九
四
〇
）

ま
で
に
国
師
号
を
贈
ら
れ
た

高
僧
は
七
五
人
、
そ
の
内
、

浄
土
宗
は
八
人
、
律
宗
は
一

人
、
曹
洞
宗
は
五
人
、
臨
済

宗
は
五
一
人
、
華
厳
宗
は
四

人
、
天
台
宗
は
二
人
、
黄
檗

宗
は
四
人
で
あ
っ
た
。

　

大
師
は
、
は
じ
め
は「
釈

迦
大
師
」と
釈
迦
の
尊
称
で

あ
っ
た
が
、
時
代
と
と
も
に

達
磨
大
師
や
善
導
大
師
の
よ

う
に
高
僧
も
尊
称
と
し
て
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
最
初
の
大
師
号
は
、

貞
観
八
年（
八
六
六
）最
澄
と

円
仁（
い
ず
れ
も
天
台
宗
）

が
清
和
天
皇
よ
り
贈
ら
れ

た「
伝
教
大
師
」と「
慈
覚
大

師
」で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に

空
海（
真
言
宗
）は
、
三
番
目

で
、
延
喜
二
一
年（
九
二
一
）

醍
醐
天
皇
よ
り「
弘
法
大

師
」を
贈
ら
れ
た
。

　

昭
和
一
五
年（
一
九
四
〇
）

ま
で
に
大
師
号
を
贈
ら
れ
た

高
僧
は
二
四
人
、
そ
の
内
、

天
台
宗
は
五
人
、
真
言
宗
は

六
人
、
融
通
念
仏
宗
は
一
人
、

浄
土
宗
は
一
人
、
律
宗
は
一

人
、
曹
洞
宗
は
二
人
、
浄
土

真
宗
は
二
人
、
日
蓮
宗
は
一

人
、
時
宗
は
一
人
、
臨
済
宗

は
三
人
、
黄
檗
宗
は
一
人
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
隠
元
が
後
水

尾
法
皇
よ
り
国
師
号
を
贈
ら

れ
た
こ
と
は
、
以
後
例
と
な

り
、
五
〇
年
の
遠
忌
毎
に
朝

廷
か
ら
国
師
号
や
大
師
号
を

贈
ら
れ
て
い
る
。

　

年
代
順
に
記
述
す
る
と
、

享
保
七
年（
一
七
二
二
）の

五
〇
年
の
遠
忌
に
は
霊
元
上

皇
よ
り「
仏
慈
広
鑑
国
師
」

を
、
安
永
元
年（
一
七
七
二
）

年
の
一
〇
〇
年
の
遠
忌
に

は
後
桃
園
天
皇
よ
り「
径
山

首
出
国
師
」を
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）の
一
五
〇
年

の
遠
忌
に
は
仁
孝
天
皇
よ
り

「
覚
性
円
明
国
師
」を
、
大

正
六
年（
一
九
一
七
）に
は
大

正
天
皇
よ
り「
真
空
大
師
」を
、

昭
和
四
七
年（
一
九
七
二
）の
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三
〇
〇
年
の
遠
忌
に
は
昭
和

天
皇
よ
り「
華
光
大
師
」を
贈

ら
れ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に

本
年
の
三
五
〇
年
の
遠
忌
に

は
今
上
天
皇
よ
り「
厳
統
大

師
」を
贈
ら
れ
た
。

隠
元
に
贈
ら
れ
た
国
師
号
と
大
師
号

　

な
お
、明
治
五
年（
一
八
七 

二
）の
二
〇
〇
年
の
遠
忌
に

国
師
号
等
の
沙
汰
が
な
か
っ

た
の
は
、
明
治
政
府
が
同
五

年
当
時
、
黄
檗
派
の
臨
済
宗

統
合
策
を
進
め
て
い
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

　

事
実
、
政
府
は
、
明
治
七

年（
一
八
七
四
）黄
檗
派
の
臨

済
宗
統
合
を
断
行
し
た
が
、

同
九
年（
一
八
七
六
）に
は
一

転
、
黄
檗
派
の
黄
檗
宗
と
し

て
の
独
立
を
承
認
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
隠
元
は
、
国

師
号
は
四
回
、
大
師
号
は
三

回
、
そ
れ
も
昭
和
天
皇
や
今

上
天
皇
よ
り
贈
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

大
師
の
代
名
詞
の
よ
う
に

い
わ
れ
る
空
海
も
大
師
号
は
、

「
弘
法
大
師
」の
一
回
だ
け

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
浄
土
宗
の
開
祖
源
空（
法

然
）を
除
い
て
、
他
の
高
僧

も
同
様
で
、
例
え
ば
浄
土
真

宗
の
開
祖
親
鸞
が「
見
真
大

師
」を
、
曹
洞
宗
の
開
祖
道

元
が「
承
陽
大
師
」を
、
同
じ

く
瑩
山
が「
常
済
大
師
」を
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
の
は
明
治

時
代
の
こ
と
、
日
蓮
宗
の
開

祖
日
蓮
が「
立
正
大
師
」を
贈

ら
れ
た
の
は
大
正
時
代
の
こ

と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ

の
一
回
贈
ら
れ
た
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
浄
土
宗
の
開 

祖
源
空
は
、元
禄
一
〇
年（
一 

六
九
七
）示
寂
後
四
八
五
年

に
し
て
東
山
天
皇
よ
り
最
初

の
大
師
号「
円
光
大
師
」を
贈

ら
れ
、
さ
ら
に
五
〇
〇
年
の

遠
忌
に
中
御
門
天
皇
よ
り

「
東
漸
大
師
」を
贈
ら
れ
た
。

　

以
後
、
五
五
〇
年
の
遠
忌

に
桃
園
天
皇
よ
り「
慧
成
大

師
」を
、六
〇
〇
年
の
遠
忌

に
光
格
天
皇
よ
り「
弘
覚
大

師
」を
、
六
五
〇
年
の
遠
忌

に
孝
明
天
皇
よ
り「
慈
教
大

師
」を
、
七
〇
〇
年
の
遠
忌

に
明
治
天
皇
よ
り「
明
照
大

師
」を
、
七
五
〇
年
の
遠
忌

に
昭
和
天
皇
よ
り「
和
順
大

師
」を
、
八
〇
〇
年
の
遠
忌

に
平
成
天
皇
よ
り「
法
爾
大

師
」を
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
源
空
も
五 

〇
〇
年
の
遠
忌
以
降
、
五
〇

年
の
遠
忌
毎
に
大
師
号
を
贈

ら
れ
て
い
る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
五
〇
年

毎
の
遠
忌
に
大
師
号
も
し
く

は
国
師
号
を
贈
ら
れ
た
の
は
、

隠
元
と
源
空
の
二
人
だ
け
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
隠
元
が
寛
文
一 

三
年（
一
六
七
三
）最
初
の

「
大
光
普
照
国
師
」を
贈
ら
れ
、

五
〇
年
の
遠
忌
に「
仏
慈
広

鑑
国
師
」を
追
贈
さ
れ
た
の

は
享
保
七
年（
一
七
二
二
）の

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
源
空

が
宝
永
八
年（
一
七
一
一
）の

五
〇
〇
年
の
遠
忌
で「
東
漸

大
師
」を
贈
ら
れ
、
五
五
〇

年
の
遠
忌
に「
慧
成
大
師
」を

追
贈
さ
れ
た
の
は
宝
暦
一
一

年（
一
七
六
一
）の
こ
と
で
あ

る
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
五
〇
年

の
遠
忌
毎
に
大
師
号
も
し
く

は
国
師
号
を
贈
る
こ
と
が
例

と
な
っ
た
の
は
隠
元
の
享
保

七
年（
一
七
二
二
）の
五
〇
年

の
遠
忌
か
ら
で
、
源
空
の
そ

れ
は
隠
元
の
例
に
倣
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

福
地
信
世
と
阿
蘭
陀
万
歳

大
田　

由
紀

阿
蘭
陀
万
歳
は
東
京
生
ま
れ

　

長
崎
く
ん
ち
の
名
物「
阿

蘭
陀
万
歳
」は
、
く
ん
ち
の

た
め
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で

も
、
長
崎
で
誕
生
し
た
わ
け

で
も
な
い
。

鈴
木
信
太
郎
画
「
阿
蘭
陀
万
歳
」

（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
所
蔵
）

　

初
演
は
、昭
和
八
年（
一
九 

三
三
）東
京
で
の「
花
柳
舞
踊

研
究
所
第
一
六
回
公
演
会
」

で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、

日
本
舞
踊
の
花
柳
流
二
代
目

家
元
花
柳
寿
輔
が
、
舞
踊
の

創
作
と
古
典
舞
踊
の
技
術
的

な
練
磨
を
目
的
に
定
期
的
に

開
催
し
て
お
り
、
阿
蘭
陀
万

歳
は
前
者
に
あ
た
る
。

　

福
地
信
世
立
案
、音
楽
は

町
田
嘉
章
、
振
付
花
柳
寿
輔
、

万
歳
を
花
柳
寿
太
郎
、
才
蔵 

を
花
柳
三
之
輔
が
演
じ
た
。

寿
輔
は
以
下
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
日
本
に
漂
流

し
た
二
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が

生
活
の
た
め
に
日
本
の『
萬

歳
』を
お
ぼ
え
て
祝
儀
に
ま

わ
っ
て
い
る
う
ち
、
故
国
オ

ラ
ン
ダ
を
思
っ
て
悲
し
む
、

と
い
う
も
の
で
す
が
、
私
は

こ
れ
に
か
な
り
コ
ミ
カ
ル
な

振
り
を
入
れ
て
や
っ
て
み
ま

し
た
。（
略
）万
歳
の
方
に

は
、
得
体
の
知
れ
な
い
中
啓

を
持
た
せ
、
才
蔵
の
方
に

は
、
鼓
の
よ
う
な
形
を
し
た

木
を
持
た
せ
、
こ
れ
を
使
っ

て『
三
河
万
歳
』の
気
分
を

出
し
ま
し
た
」（「
よ
み
う
り

演
芸
館
・
芸
談
」読
売
新
聞

一
九
六
〇
）

　

三
味
線
、
太
鼓
な
ど
の
邦

楽
器
は
一
切
使
わ
ず
、
オ
ペ

ラ
歌
手
四
谷
文
子
の
ソ
ロ
に
、

ピ
ア
ノ
の
伴
奏
の
み
と
い
う

斬
新
な
演
出
で
あ
っ
た
。

長
崎
で
の
阿
蘭
陀
万
歳
上
演

　

東
京
初
演
の
舞
台
を
観
て

感
激
し
た
ひ
と
り
に
、
長
崎

町
検
番
の
萬
歳
が
い
た
。
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当
時
長
崎
で
は
、
翌
年
に

開
催
さ
れ
る
博
覧
会
の
話
題

で
持
ち
き
り
で
あ
っ
た
。

　

興
奮
気
味
の
萬
歳
の
土
産

話
に
、
町
検
番
の
関
係
者
は

膝
を
打
っ
た
。
東
京
で
評
判

を
と
っ
た
阿
蘭
陀
万
歳
を
上

演
し
た
ら
、
新
し
物
好
き
の

長
崎
人
は
き
っ
と
大
喝
采
す

る
に
違
い
な
い
。

　

幸
い
、
初
演
で
踊
っ
た
東

京
の
花
柳
寿
太
郎
は
長
崎
町

検
番
の
専
属
師
匠
で
、
花
柳

流
の
幹
部
で
も
あ
っ
た
た
め
、

家
元
か
ら
上
演
の
許
し
も
得

る
こ
と
が
出
来
た
。

　

長
崎
市
主
催
国
際
産
業
観

光
博
覧
会
は
、
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）三
月
二
五
日

か
ら
六
〇
日
間
開
催
さ
れ
、

六
三
万
人
も
の
人
を
集
め
た

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
阿

蘭
陀
万
歳
は
、
町
検
番
の
演

目
の
一
つ
と
し
て
、
会
期
中

五
二
回
上
演
さ
れ
た
。

　

東
京
の
初
演
は
、
万
歳
と

才
蔵
の
二
人
だ
け
の
踊
り
で

あ
っ
た
が
、
芸
者
や
唐
子
が

加
わ
り
、
賑
や
か
で
華
や
か

な
演
出
と
な
っ
た
。
第
一
景

は
長
崎
出
島
、
第
二
景
は
出

島
阿
蘭
陀
屋
敷
。
万
歳
役
の

萬
歳（
は
か
ら
ず
も
役
名
と

芸
名
が
同
じ
）の
駘
蕩
な
大

様
さ
、
歳
三
役
の
凸
助
の
洒

脱
な
軽
妙
さ
は
対
照
を
な
し

て
大
評
判
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
一
五
年
後
、
昭
和

二
四
年（
一
九
四
九
）聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
渡
来

四
〇
〇
年
祭
が
五
月
二
九
日

か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
日
本

各
地
で
執
り
行
わ
れ
、
長
崎

は
そ
の
皮
切
り
で
あ
っ
た
。

　

市
は
宝
塚
劇
場（
本
石
灰

町
）で
国
内
外
の
参
列
者
の

た
め
に
演
芸
会
を
開
催
、
そ

の
な
か
で「
阿
蘭
陀
万
歳
」を

上
演
し
た
。
主
役
は
町
検
番

の
若
清
と
光
菊
、
指
導
し
た

の
は
、
か
つ
て
の
萬
歳
と
凸

助
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
と
き
鈴
木
信
太
郎
画

伯
が
描
き
、
二
科
展
に
出
品

し
た
。
明
澄
で
陽
気
な
作
風

は
、
戦
後
の
索
漠
と
し
た
気

持
ち
を
和
ま
せ
た
の
か
、
評

判
を
よ
び
、
鈴
木
画
伯
は
そ

れ
以
降
も
阿
蘭
陀
万
歳
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
数
多

く
描
い
た
。「
長
崎
の
阿
蘭

陀
万
歳
」と
し
て
全
国
に
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
躍
有
名
に
な
っ
た
阿
蘭

陀
万
歳
を
、
長
崎
く
ん
ち
の

本
踊
の
演
目
と
し
た
の
は
、

昭
和
二
六
年（
一
九
五
一
）戦

後
初
め
て
の
踊
町
が
巡
っ
て

き
た
新
橋
町
で
あ
っ
た
。
町

内
に
は
、
か
つ
て
の
凸
助
が

花
柳
寿
太
満
と
し
て
日
本
舞

踊
の
師
匠
を
し
て
い
た
。

　

こ
れ
が「
阿
蘭
陀
万
歳
」の

長
崎
く
ん
ち
初
お
目
見
え
と

な
る
。
主
人
公
ふ
た
り
の
コ

ミ
カ
ル
な
踊
り
と
、
唐
子
や

町
娘
な
ど
も
登
場
し
、
華
や

か
で
明
る
い
演
目
は
、
原
爆

か
ら
の
復
興
途
上
の
街
に
彩

を
添
え
た
。
そ
の
後
も
阿
蘭

陀
万
歳
は
人
気
を
よ
び
、
長

崎
く
ん
ち
で
は
こ
れ
ま
で
に

二
三
回
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

福
地
信
世
と
は

　

阿
蘭
陀
万
歳
の
立
案
者
で

あ
る
福
地
信
世
は
、
明
治

一
〇
年（
一
八
七
七
）東
京

生
ま
れ
、
長
崎
市
出
身
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
草
分
け

と
し
て
著
名
な
福
地
桜
痴

（
本
名
源
一
郎
）の
五
男
で
、

兄
四
人
は
早
世
し
て
い
る
。

　

地
質
学
会
で
も
屈
指
の
学

者
で
あ
っ
た
が
、
演
劇
や
舞

踊
に
造
詣
が
深
く
、
演
劇
評

論
家
、
舞
踊
の
作
者
と
し
て 

も
活
躍
し
た
。「
阿
蘭
陀
万

歳
」の
ほ
か
、京
劇
を
翻
訳
し

た「
斬
貂
」や「
思
凡
」、
能
か

ら
題
材
を
得
た「
綾
の
鼓
」な

ど
の
新
作
舞
踊
を
書
き
、
当

時
の
舞
踊
界
で
は
高
く
評
価

さ
れ
た
。
辛
口
の
批
評
家
で

あ
っ
た
が
、
俳
優
や
舞
踊
家

か
ら
は
信
頼
さ
れ
た
。

　

父
桜
痴
も
劇
作
家
と
し
て 

活
躍
、明
治
二
二
年（
一
八 

八
九
）歌
舞
伎
座
を
開
設
、

座
付
き
の
狂
言
作
家
と
な
っ

た
。
信
世
は
そ
の
父
の
影
響

を
強
く
受
け
て
育
っ
た
。

　

短
い
五
分
刈
り
、
袴
、
素

足
に
赤
緒
の
麻
裏
草
履
と
い

う
地
質
学
者
ら
し
か
ら
ぬ
出

で
立
ち
で
、
劇
場
や
楽
屋
に

現
れ
た
と
い
う
。
赤
緒
の
麻

裏
草
履
は
、
筆
頭
の
狂
言
作

家
だ
け
に
許
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
父
桜
痴
へ
の
尊
敬
と

憧
憬
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

　

現
在
も
、
尊
敬
す
る
父
親

の
故
郷
の
長
崎
く
ん
ち
で
、

阿
蘭
陀
万
歳
が
踊
り
継
が
れ

て
い
る
こ
と
を
泉
下
の
福
地

信
世
に
知
ら
せ
た
い
思
い
で

あ
る
。

参
考
文
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兒
玉
秀
雄
他
編
纂『
福
地
信
世
遺
稿
』

第
一
回
長
崎
学
公
開
講
座　

第
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発
表
要
旨

長
崎
甚
左
衛
門
の
大
村
藩
退
去

野
田　

和
弘

　

開
港
当
時
の
長
崎
の
領
主

は
、
戦
国
大
名
大
村
純
忠
の

重
臣
長
崎
甚
左
衛
門
純
景
で
、

城
下
は
今
の
桜
馬
場
、
夫
婦

川
、
新
大
工
一
帯
を
中
心
と

す
る
狭
い
領
域
で
あ
っ
た
。

　

元
亀
二
年（
一
五
七
一
）長

崎
が
開
港
さ
れ
新
し
い
町
が

建
設
さ
れ
た
が
、
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）大
村
純
忠
は
、

こ
の
長
崎
と
茂
木
を
イ
エ
ズ

ス
会
に
寄
進
し
た
。

　

し
か
し
、天
正
一
五
年（
一 

五
八
七
）豊
臣
秀
吉
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
か
ら
長
崎
と
茂
木

を
没
収
、
自
身
の
直
轄
地
と

し
た
。

　

江
戸
幕
府
も
引
き
続
き
長

崎
を
天
領
と
し
た
が
、
長
崎

代
官
の
村
山
等
安
ら
が
、
天

領
で
あ
る
長
崎
と
浦
上
の
間

に
、
純
景
が
知
行
す
る
大
村

藩
領
が
あ
る
の
は
、
な
に
か

と
不
都
合
で
あ
る
と
訴
え
た
。

幕
府
も
こ
れ
を
認
め
、
慶
長

一
〇
年（
一
六
〇
五
）純
景
の

知
行
地
は
天
領
と
な
り
、
代

わ
り
に
大
村
藩
に
は
浦
上
の

北
部
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
純
景
は
父
祖
伝
来
の
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長
崎
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
村
藩
主
大
村
喜
前
は
、

純
景
に
時
津
村
七
〇
〇
石
を

代
わ
り
に
与
え
よ
う
と
し
た

が
、
な
ぜ
か
純
景
は
こ
れ
を

断
り
、
大
村
藩
を
退
去
し
筑

後
柳
川
藩
の
藩
主
田
中
吉
政

に
仕
え
た
。

　

退
去
の
理
由
は
、
純
景
が

キ
リ
ス
ト
教
を
棄
教
し
た
藩

主
喜
前
を
嫌
い
、
キ
リ
シ
タ

ン
に
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
吉
政
を
頼
っ
た

と
も
い
わ
れ
る
が
、
確
証
は

な
く
定
か
で
は
な
い
。

　

純
景
は
、元
和
六
年（
一
六 

二
〇
）田
中
家
断
絶
後
、
大

村
藩
に
戻
り
、
横
瀬
浦（
西

海
市
）に
隠
居
し
、
元
和
七

年（
一
六
二
一
）七
三
歳
で
没

し
た
と
い
わ
れ
る
。

長
崎
甚
左
衛
門
居
宅
跡

（
長
崎
県
西
海
市
西
海
町
横
瀬
郷
）

第
二
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

隠
元
禅
師
ゆ
か
り
の

国
内
の
寺
院
～
瑞
龍
寺
～

原
田　

博
二 

　

加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利

常
は
、
兄
で
二
代
藩
主
前
田

利
長
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に

曹
洞
宗
宝
円
寺（
富
山
県
高

岡
市
）を
利
長
の
法
名
瑞
龍

院
に
ち
な
ん
で
瑞
龍
寺
と

改
め
、
利
長
の
三
三
回
忌

に
当
た
る
正
保
三
年（
一
六 

四
六
）か
ら
そ
の
大
改
築
に

取
り
掛
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
承
応
三

年（
一
六
五
四
）隠
元
が
渡
来
、

そ
の
情
報
が
各
地
に
伝
え
ら

れ
た
。

　

利
常
は
、
瑞
龍
寺
に
黄
檗

の
様
式
を
取
り
入
れ
よ
う
と

し
て
、
曹
洞
宗
天
徳
院（
石

川
県
金
沢
市
）の
住
職
鉄
心

道
印
を
興
福
寺（
長
崎
市
）、

さ
ら
に
は
普
門
寺（
大
阪
府

高
槻
市
）に
派
遣
、
隠
元
に

黄
檗
禅
に
つ
い
て
教
え
を
請

う
て
い
る
。

　

瑞
龍
寺
に
は
、
現
在
、
隠

元
が
揮
毫
し
た「
高
岡
山
」

「
大
雄
殿
」「
瑞
龍
寺
」の
額

が
山
門
、
仏
殿
、
法
堂
に
そ

れ
ぞ
れ
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
金
沢
の
天
徳
院

は
、
利
常
の
正
室
珠
姫（
二

代
将
軍
秀
忠
の
娘
・
法
名
天

徳
院
）の
菩
提
寺
、加
賀
藩
の

最
も
重
要
な
寺
院
の
住
職
が

隠
元
に
接
近
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
筆

者
は
、
単
な
る
揮
毫
の
依
頼

な
ど
で
は
な
く
、
隠
元
を
本

気
で
瑞
龍
寺
の
住
職
に
招
請

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、万
治
元
年（
一
六 

五
八
）四
代
将
軍
家
綱
が
隠

元
に
謁
見
、
さ
ら
に
は
萬
福

寺
造
営
が
決
定
す
る
と
、
流

石
の
加
賀
藩
も
隠
元
の
招
請

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

瑞
龍
寺
の
大
改
築
は
、
そ

の
後
も
継
続
さ
れ
、
完
成
し

た
の
は
、
着
工
か
ら
約
二
〇

年
後
の
寛
文
三
年（
一
六
六 

三
）の
こ
と
で
、
そ
れ
は
利

長
の
五
〇
回
忌
の
年
で
あ
っ

た
。

隠元書額「瑞龍寺」（瑞龍寺蔵）

法
人
会
員
紹
介

（
株
）浜
屋
百
貨
店

長
崎
市
浜
町
七
番
一
一
号（株）浜屋百貨店

　

浜
屋
百
貨
店
の
創
業
は
、

昭
和
一
二
年（
一
九
三
七
）の

こ
と
。
日
本
が
戦
争
へ
と
突

き
進
ん
で
い
る
頃
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
市
内
に
は
岡
政
百

貨
店
が
あ
る
の
み
で
、市
内
外

か
ら
は
、新
し
い
デ
パ
ー
ト
の

開
業
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
開
店
し

た
も
の
の
、
戦
争
、
原
爆
投

下
、
敗
戦
後
の
物
資
の
統
制

な
ど
、
ま
さ
に
苦
難
の
連
続

で
あ
っ
た
。

　

社
訓
で
あ
る「
日
々
新
又

新（
ひ
び
新
た
に
し
て
、
ま

た
日
に
新
た
な
り
）」の
精
神

で
、
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日

よ
り
明
日
と
、
地
域
の
消
費

生
活
と
文
化
を
向
上
さ
せ
よ

う
と
歩
み
を
進
め
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
外
か
ら

身
近
に
親
し
ま
れ
る
デ
パ
ー

ト「
浜
屋
」と
し
て
大
き
な
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

昭
和
五
七
年（
一
九
八
二
）

の
長
崎
大
水
害
で
は
、
地
下

と
一
階
が
冠
水
、
甚
大
な
被

害
の
な
か
、
取
引
先
の
方
々

の
素
早
い
協
力
と
、従
業
員
の

不
眠
不
休
の
連
携
で
、
い
ち

早
く
被
災
者
の
方
々
へ
物
品

を
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

創
業
者
の
藤
木
喜
平
翁
は
、

都
市
の
発
展
に
は
文
化
が
必

要
不
可
欠
と
の
信
念
か
ら
長

崎
学
の
発
展
に
も
尽
力
し
た
。

　

今
年
は
創
業
八
五
年
、
浜

屋
百
貨
店
は
原
点
に
立
ち
返 

っ
て
、
市
内
外
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
中
心
と
し
て
、
さ
ら

に
は
地
域
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

昭和 14 年（1939）開店当時の店内


